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1.はじめに

青森県立郷土館では開館時から県内全域を対象に

自然誌解明を 目的に津軽地方，下北地方，青森県南

部地方と地区別に自然総合調査を実施している.

津軽地方では，1973-1980年まで「津軽半島自然

調査J(青森県立郷土館 1982)，1985-1989年には 「赤

石川流域自然調査J (青森県立郷土館，1991)， 

1990-1994年までは「白神山地自然調査J(青森県立

郷土館，1996) を実施した. しかし津軽地方の南部

に関してはまだ実施されていなかった. 2018年度

からは，津軽地方南部にあたる白神山地と十和田山

地に挟まれた平川市及び大鰐町を中心に秋田県との

県境付近を調査地区に選定して「中南地域自然調査」

を実施している.

中南地域は青森県中・南津軽郡(弘前市，黒石市，

平川市，西目屋村，藤崎町，大鰐町，田舎館村)で， 2018

年度の調査地域はこの中の平川市で行われた.本地

域は岩木川水系平川が流れ，古くからの碇ヶ 関温泉，

古遠部温泉，旧湯の沢温泉等の温泉の多い地域でも

ある.更に，国道 7・282号線と東北自動車道も調

査地域に走っている(図 1). 

調査地域では，部分的に各種工事に伴う環境調査

が行われているが，総合的な継続した調査はほとん

どみられない.特に，土壌環境の指標となるトビム

シ類の記録はほとんどなく，今回が初めてである.

本調査では，入林や調査(植物採集)に伴って国

有林では 130津管第 341号J(津軽森林管理署)， 

黒石温泉郷県立自然公園特別地域 「指令第 1690号」

(青森県)の許可を得て行った.

調査を行うにあたりご配慮いただい青森県自然保

護課，津軽森林管理署および関係機関にお礼を申し

上げる.

2.調査地点概要と調査方法

今回の津軽地方南部の調査では，青森県と秋田県

との県境である平川市の山地で行われた(表 1，図

1 ). 2018年 6月 8日には湯ノ沢沿いの湯ノ沢林道

の 10ヶ所で土壌サンフ。ルを採取した(写真 1) .特

に調査地点③④⑤は温泉水の流れる簡易側溝沿いの

コケが繁茂した土壌である.同年 7月 8日には遠部

沢(国道 282号線)沿いにある遠部ダムの隣接森林

の6ヶ所(写真 2)と更に上流の秋田県との県境で

ある坂梨峠では4ヶ所で土壌サンプルを採取した

(写真 3).同年 7月 21日には調査地域は国道 7号

線から久吉から久吉ダムに向かう津苅川沿い及びダ

ム周辺林地の 10ヶ所で土壌サンプルを採取した(写

真 4).なお、 1ヶ所の調査地点から 1個の土壌サ

ンプルを採取した。

調査方法は，各土壌と リッタ一層を200x 150mm 

のポリ袋に無定量 (約 2L) に採取し，ツルグレン

装置(口経 12cm，15cmの2種類の漏斗，網目2mm，

40w白熱電球，2 ~ 3日照射)で土壌が乾燥するま

で抽出した.抽出した土壌動物は 100%イソプロピ

ルアルコールで、固定保存し， トピムシ類のみ選別し

た.選別した トビムシ類はホイヤ一氏液で封入し，

プレパラートを 75枚作製した.

土壌サンフ。ルの採取・抽出とプレパラート製作は

山内が，同定・個体数算定は須摩が，考察等は両者

がそれぞれ分担してまとめた.なお，プレパラート

は整理後に青森県立郷土館に保管予定である.

なお， トビムシ類の種の同定と分類体系は，日本

産土壌動物(第二版)トビムシ目(青木編著， 2015)

に従った.また，調査方法については「土壌動物学

への招待 採集からデータ解析まで J (日本土壌

動物学会編， 2007) および 「だれでもできるやさし

い土壌動物の しらべかた 採集・標本・分類の基礎

知識 (青木， 2006) を参考にした.

3. 結果と考察

津軽地方南部(平川市)の調査で，トピムシ類を 14

1)青森県立郷土館中南地域白然調査報告 (2018).青森県産昆虫類の分布に関する研究(106) 

2) 〒030-0802青森市本町二丁目 8-14，青森県立郷土館

3) 〒085-0813北海道釧路市春採6-7-32
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の概要表1.調査地(青森県津軽地方南部，平川市)
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東北自動車道

(秋田県小坂町)

図1.調査地点概略図(青森県平川市，表 1と同番号)
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(秋田県大館市)



青森県津軽地方南部のトビムシ類

Fig. ( 1 )湯ノ沢流域③湯ノ沢林道 (2 )遠部沢流域⑭古遠部 (3 )遠部沢流域⑫坂梨峠 (4)津苅川流域⑫東碇ヶ関山

科 91種 2，483個体 (cf.sp. spp幼虫を含む)が抽出

された(別表).その内訳は種まで確認できたのは 10

科 69種 2，233個体である.そのほか酷似種 (cf.)

は4科 4種 58個体，亜科 ・属 ・亜属 (sp. spp.) ま

でが 10科 18種 142個体である.幼虫は 50固体で

あった.

1 )土壌サンプル採取場所の特徴

今回の調査のサンフ。ルは表土の腐植土を任意，無

定量に採取して行われた(表 1，別表).調査は湯

ノ沢流域 (6月 8日)，遠部沢流域 (7月 8日)，津

苅川流域 (7月 21 日)で 3日間行われた.各調査

日ごとの(同じ土壌サンフ。/レ数)種類総数では 58

種，58種， 55種と 3固とも全種数の 60%前後の種

類が確認できたが，個体数では， 979個体，932個

体，572個体で湯ノ沢流域，遠部沢流域では全個体

数の 40%弱でほぼ同数で，津苅川流域は 23%と減

少した. 1種類当の個体数も同様である(表 2). 

これは無定量であるが採取 日前後，湯ノ沢流域，

遠部沢流域は気温が 20oc台で曇天の 日も多く ，腐
植土の湿度も適度あったが，津苅川流域は気温が 30

oc台が続き晴れの日が続いていたことから，土壌の
乾燥が進み表土の腐植士の含水量が変化 (含水量非

測定)したことが原因のーっと考えられる.
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なお，土壌サンフ。ノレの個体数の最大 ・小は同じ湯

ノ沢で少ない地点で 11個体(地点③)，多い地点で

424個体(地点⑩)とその聞きは大きいが，⑧は川

カエデの雑木林の腐植土で、あった.遠部沢で最小は

⑮で水路沿いカエデ、の根元の腐植土の 10個体，最

大は⑭でミズナラ.カエデの雑木林の腐植土で、 363

個体大きな差がある.津苅川流域で、最小⑫の 12個

体、最大は⑫の 148個体である.各調査地区ともサ

ンフ。ル採取地の土壌環境(表土厚さ，含水量，植生

など)の違いによると考えられる(表 1). 

2)科の特徴

今回の調査で，ト ビムシ類が 14科確認された(別

表).科毎の種数(表 3.図 2)で比較してみると

一番多かったのはツチトビムシ科で 26種類で，次

いでイボ トビムシ科とアヤトビムシ科の 12種類，

トゲ トピムシ科の 10種類，シロ トピムシ科の 10種

で，その他 9科は 10種類以下であった.国内でも

最大グルーフ。で、あり(青木編著， 2015) ，各種調査で

最も種数の多い科であるツチ トピムシ科が，今回の

調査でも最も種類の多い科で全種数の約 3割を占め

ていた.

今回の抽出個体数は 2.483個体であった(表 3，

別表).各科毎に抽出個体数を比較する(表 3，図 3).
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表 2.調査地別種数・個体数 表 3.科別種数・個体数(平川市， 2018年)

場所 種数個体数個体数/種類 科名 種類 個体数 個体数/種類

湯ノ沢 58 979 16.9 ツチトビムシ科 26 (28.3%) 1346 (54.2%) 48.1 

(6.8) 63.0% 39.4% イボトビムシ科 12(13.0%) 69 ( 2.8%) 5.8 

遠部沢 58 932 16.0 アヤトピムシ科 12 (13.0%) 82 ( 3.3%) 6.8 

(7.8.) 63.0% 37.5% トゲトビムシ科 10 (10.9%) 184 ( 7.4%) 16.7 

津苅川 55 572 104 シロトビ、ムシ科 10 (10.9%) 598 (24.1%) 59.8 

(7.21) 59.8% 23.0% ムラサキ トビムシ科 8 ( 8.7%) 130 ( 5.2%) 16.3 

総計 91 2483 ヒシガタ トビムシ科 3 ( 3.3%) 21 ( 0.8%) 5.3 

種数総計 調査で確認された種類 ヒトツメマル トピムシ科 3 ( 3.3%) 14 ( 0.6%) 4.7 

個体数総計 調査で採集された個 ミジントピムシ科 2 ( 2.2%) 23 ( 0.9%) 11.5 

体の合計数 その他 (5科) 5 ( 5.4%) 16 ( 0.6%) 5.3 

%:総計に対する割合 総 言十 91 2483 26.4 

調査月日 ( ):総計に対する割合

図2.科別種数(%)

最も多かったのがツチトビムシ科の 1，346個体で全

体の 54.2%を占めていた.次いでシロトビムシ科

の 598個体 (24.1%に トゲ トピムシ科の 184個体

(7.4 %)，ムラサキ トビムシ科の 130個体 (5.2%) 

で，その他 10科は 5%以下であった. 個体数の一

番多い科はツチ トビムシ科で種数と同様であった

が，2番目以下は異なっていた.これはシロ トビム

シ科のニホンシロトビムシが 351個体. トゲ トピム

シ科の ヒメトゲ トビムシ 83個体，ムラサキ トビム

シ科のカッショクヒメ トビムシ 91個体と各科で 1

種類のみで個体数が多い種類がいることによる.

以上のことから，今回の津軽地方南部の トビムシ

類の調査結果は，科別に最も多い種数， 個体数とも

にツチ トビムシ科であった.

3)種の特徴

今回の平川市調査で，種まで確認できた種類は 10

科 69種である.この種類の中で調査地区の青森県

中・ 南津軽郡(弘前市， 黒石市，平川市，西目屋村，

藤崎町， 大鰐町，田舎館村)にはよく調査されてい

る弘前市岩木山も含まれていることから，確認され

10 

図3.科別個体数(%)

ていない未記録種は 15種類に止まった(別表).平

川市だけで見てみるとオオアオイボ トビムシ(平川

市温川， 田中， 2013)の l種以外の 68種は平川市未

記録である. 今回の地域が未調査地域である事がわ

かる.

各サンフ。ル採取地・ 調査日別に主な トビムシの優

占順位と個体数を見てみる(表 4.図 4，5， 6). 湯

ノ沢流域 (6月 8日)ではニッポンシロトビムシ(図

8cd)が 23.7%と一番多く ，次いでベソッカキ トビ

ムシ (21.9%，図 8ab)，また遠部沢流域 (7月 8日)

ではミツハッチ トビムシ(図 8ef)が 36.8%と次種

のベソッカキ トビムシ (14.4%)の 2.5倍と飛び抜

けて多かった.次に津苅川流域 (7月 21 日)では

ベソッカキ トビムシ (22.9%)，シロツチ トピムシ

(18.7%) で各採取場所の 3番 目からは全て 10.0%

以下であった.また，本調査総計で見てみると(表

5) ，一番個体数が多かったのはベソッカキ トビムシ

で全体の 19.3%で次いでニッポンシロ トビムシ

14.1%， ミツハッチ トビムシ 13.9%で，この 3種で

47.3%と全体の半数近くになる(図 7).全体では特

定種が異常に多い事は無い，上位のベソッカキ トビ
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順位

表4.各サンプル採取地の主なトピムシ類の個体数と優占順位

サンブ。ル採取地(採取年月日)

湯ノ沢 (2018.6.8.) 遠部沢 (2018.7.8.)

l ニッポンシロトビムシ (⑩， 23.7) ミツハッチトビムシ (⑭， 36.8) 

2. ベソッカキトビムシ (⑩， 21.9) ベソッカキトビムシ (⑬， 14.4) 

3. ヒサゴトビムシ (⑤， 7.8) ニッポンシロトピムシ(⑫， 7.4) 

4. カッショクヒメトビムシ(⑩， 7.7) ヒメトゲトピムシ (⑫， 4.5) 

5. ヨダシロトビムシ (⑩， 4.1) ハイイロツチトピムシ(⑬， 4.4) 

* ( ): (最個体数採取地点，各調査地総計の割合%)

表 5. 主なトピムシ類の個体数と優占順位

順位科名 種名 割合

l.ツチトピムシ科 ベソッカキトビムシ 19.3% 

2. シロトヒマムシ科 ニッポンシロトビ、ムシ 14.1% 

3 ツチトビムシ科 ミツハッチトビムシ 13.9% 

4. ツチトビムシ科 シロツチトビムシ 6.7% 

5. シロトビムシ科 ヒサゴトピムシ 4.1% 

*割合:総個体数 2483個体に対する割合

ニッポンシロトビムシ
23.7% 

カッショクヒメトビム

ン7.7%

図4.湯ノ沢の主なトピムシ類(%)

7.4% 

ベソッカキトビムシ
14.4% 

図5.遠部沢の主なトビムシ類(%)

ムシは多様な環境に生息することが知られており，

どこの調査でも見られ多くの個体数が確認されてい

る. 青森県内各地でも記録されて優占種となってい

ることが多い.

津苅川 (2018.7.21.)

ベソッカキトビムシ (⑫， 22.9) 

シロツチトビムシ (⑫， 18.7) 

ニッポンシロトピムシ(⑮， 8.7) 

ヒメトゲトピムシ (⑫， 4.7) 

トゲナシシロトビムシ(⑫， 3.3) 

表 6. サンプル採取地の種数・個体数の優占順位

順位 種数 個体数

場所割合 場所割合

l.津苅川⑫ 28.7% 湯ノ沢⑩ 17.1% 

2 遠部沢⑬ 27.7% 遠部沢⑭ 14.6% 

3 湯ノ沢⑩ 26.6% 津苅川⑫ 5.9% 

4. 湯ノ沢③ 22.3% 湯ノ沢④ 5.6% 

5. 遠部沢⑫ 21.3% 湯ノ沢① 5.0% 

*種数割合:総種類数 91種に対する割合

*個体数割合:総個体数 2483個体に対する割合

図6.津苅川の主なトピムシ類(%)

ベソッカキトピ、ムシ
19.3% 

ニッポンシ口トビムシ
14.1% 

ミツハッチトビムシ
13.9% 

図7.全調査地域の主なトピムシ類(%)

サンフ。ル採取地別で比較してみる(表 6).種数

は上位 5ヶ所は全種数の 25%前後で，大きな差は無

かった.個体数では湯ノ沢⑮が 17.1%，遠部沢⑭が

14.6%で，後は 5%前後であったことから，場所に

1
i
 

1
i
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図8.抽出された優占3種のトピムシ

a.ベソッカイトビムシの全型 b. その PAO(右)と眼，→は頭部の方向

c.ニッポンシロトピムシの全型 d. その PAO

e. ミツハッチトピムシの全型 f. そのPAO(下)と眼

(a. b.須摩， 1984 ; .cd.須摩， 1973; .e.f.須摩， 2003) 
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よって個体数の変化は認められた.

また，遠部沢⑭(写真 2) では 12種の トビムシ

類が確認されているが，ミツハッチ トビムシ(図 8ef)

だけが 342個体 (94.2%) で他種が 10個体以下なの

に比べ多く ，この場所でミツハッチ トビムシが異常

発生している可能性が高い.サンフ。ルの採集場所は，

ミズナラ，カエデなどの雑木林の放置林道でササや

草本で覆い被さった腐植土である.多様な環境に適

応した種類の可能性がある.このことを裏付けるよ

うに，本種は 日本各地で普通に確認されており ，青

森県内でも八甲田山系(山内ラ 1955ほか)，扉風山

(須摩・山内， 2007)，白神山地(田村・ 古野， 2004 

ほか)，下北半島(須摩 ・山内，2002ほか)，烏帽子

岳(山内・須摩， 2017)，階上岳(山内・須摩，2009) 

などで各地採集されており ，今回津軽地方南部でも

新たに確認された.また，愛知県矢作川河畔林では

トラップの FITで多数の個体が採集(須摩 ・間野，

2009) ており ，地表性の種類でもある.

今回新たに津軽地方南部から確認された トビムシ

の中で，今までエゾフォルソム トピムシは野辺地町

烏帽子岳(山内・ 須摩，2016)，三戸町大滝沢(山内

・須摩， 2015) の2ヶ所から，ホソゲツチ トビムシ

は鯵ヶ沢町櫛石山(阿部・山内， 1987)，田子町見附

森(山内 ・須摩， 2014) の2ヶ所，シロハゴロモ ト

ビムシは野辺地町烏帽子岳(須摩 ・山内，2017) の

1ヶ所，ハイイ ロヒ トツメマル トピムシは白神山地

(須摩ラ 1990ほか)の 3ヶ所と田子町見附森(山内

・須摩， 2012) で確認されていた， 青森県内では記

録の少ない種である.

今回湯ノ沢林道①からシロ トビムシ科のエビガラ

トビムシが 1個体採集された.大型のシロ トビムシ

で，日本固有種であり ，青森県RDBのDランクに

位置する.

( 2 )トビムシ類を 14科 91種 2，483個体 (cf.sp. spp. 

幼虫を含む)が抽出された.その内訳は種まで確

認できたのは 10科 69種 2，233個体である.その

ほか酷似種 (cf.) は 4科 4種 58個体，亜科・ 属

・亜属 (sp.spp.) までが 10科 18 種 142個体，幼

虫は 50個体である.

( 3 )津軽地方南部のトピムシ類は，科別に最も多

い種数，個体数ともツチトピムシ科であった.

(4 )種まで確認できた 10科 69種のうち， 青森県

中・ 南津軽郡での未記録種は 15種類，平川市だ

けで見てみるとオオアオイボトビムシ以外の 68

種は未記録である

( 5 )最も個体数の多い種類はツチトビムシ科ベソ

ッカキ トピムで，全抽出個体数の 19.3%あり最優

占種であった.また，ベソッカキ トピムシは調査

地の多様な環境に適応していることを伺わせる.

( 6 )遠部沢流域⑭では 12種のトビムシ類が確認

されているが，その中でミツハッチトピムシだけ

が 342個体 (94.2%) で，この場所で異常発生し

ている可能性が高い.また，採集場所から多様化

した環境に応した種類の可能性がある.

( 7 )コケ類等で囲われ水がしみでている環境の土

壌では，ヒ サゴ トピムシ，ベソッカキ トビムシが

優占種であった.

( 8 )青森県RDBのDランクに位置するエビガラ

トピムシが採集された.

4.要約

( 1) 2018年，平川市湯ノ沢，遠部沢，津苅川各

流域で 3回 (6/8，718， 7/21) に分けて，各 10ヶ

所合計 30ヶ所で土壌サンプルを無定置に採取し

て トビム類の抽出をした.
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川
市
，
西
目
屋
村
，
藤
崎
町
，
大
鰐
町
，
田
舎
館
村
)
未
記
録
種

*
サ
ン
プ
ル
採
取
地
明
細
に
つ
い
て
は
表
1
参
照
，
表
1
・図
1
及
び
別
紙
の
番
号
①
~
⑩
は
同
じ
採
取
地
点

9
7
9
 

5
8
 


